
事業の比較

フューチャースクール推進事業 先導的教育システム実証事業

実証年度
平成２２年度～平成２５年度

（小学校：平成２２～２４年度）
（中学校・特別支援学校：平成２３～２５年度）

平成２６年度～平成２８年度

実証の目的
教育現場におけるＩＣＴ利活用に関する

ノウハウの整理
（タブレットＰＣや電子黒板の教育利用が中心）

教育・学習用クラウドプラットフォームの
開発・標準化

（これからの教育ＩＣＴに不可欠な、様々なネットワークから
安定・セキュアに利用できるクラウド・サービスの提供）

施策の概要

教育分野におけるＩＣＴの効果的な利活用を促進す
るため、学校現場にタブレットＰＣや電子黒板、無
線ＬＡＮ等のＩＣＴ環境を構築し、学校現場におけるＩ
ＣＴ環境の構築・運用に関する技術的要件の整理
や、構築・運用に係るノウハウの取りまとめを行う。

【現行システムの課題】
学習記録の分散保存
学校間、学校・家庭を繋げる教育・学習環境は未構築
低コスト化（導入端末・運用管理）に限界 等

学校間、学校と家庭がシームレスにつながる教
育・学習環境を構築するため、クラウドやＨＴＭＬ５
等の最新技術を活用して、多様なＩＣＴ環境やアク
セシビリティ指針に対応した教育・学習用クラウド
プラットフォームを開発・検証し、技術的標準化を
行う。クラウドの利用に加え、情報端末やネット
ワーク等の選択肢が増えることで、ＩＣＴ環境導入・
運用の低コスト化を実現し、教育分野のＩＣＴ化の
全国展開を促進する。

実証対象 小学校、中学校、特別支援学校
小学校、中学校、高等学校、

特別支援学校の連携

文部科学省事
業との連携

同一の実証校において、「学びのイノベーション事
業」を実施。デジタル教材等を活用した教育の効果
検証、指導方法の開発、モデルコンテンツの開発
等を行う。

同一の実証校において、「先導的な教育体制構築
事業」を実施。学校間、学校・家庭が連携した新し
い学びを推進するための指導方法の開発、教員
の研修体制の構築等を行う。
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【総務省】ICTを活用した教育学習の振興に関する事業



「先導的な教育体制構築事業」と「先導的教育システム実証事業」の連携関係
文部科学省

委託

家庭授業・校務等でのＩＣＴ活用

各校におけるICT活用研究研修実施

指導事例

教育委員会

研究推進委員会

民間企業等

教育・学習クラウドプラットフォーム
（多様な情報端末から利用可能）

学校間連携
支援

（指導ノウハウ共有等）

学習者支援
（学習データ
管理等）

教員支援
（自作教材
作成支援等）

防災拠点実現
（避難所円滑移行等）

学校家庭の
連携

（アプリ配信制御等）

HTML5コンテンツ等基盤

（研究テーマ例）
・各教科等におけるICT活用指導力を向上するための研修
カリキュラムの開発や研修体制の構築

・学習履歴を活用して子供の学習の習熟の程度等に応じた
教材の作成・提供する仕組みの構築

・学校の授業と家庭学習が連携した主体的な学びを実践す
るための仕組みの構築

・学校種や発達段階等に応じた新たな学びを推進するため
の指導方法の開発

総務省

総務省と連携の下、各地域において、学校間、学校・家庭が
連携した新しい学びを推進するための指導⽅法等の開発、教
員の研修体制の構築など、先導的な教育体制の構築に取り組
む。

学校間、学校と家庭がシームレスにつながる教育・学習環境を構
築するため、クラウド・コンピューティング等の最先端技術を活
⽤した、低コストで多種多様な端末に対応した教育ICTシステム
の実証を⾏う。⽂部科学省との連携により、検証実施校において
検証を⾏い、その成果を踏まえ、普及モデルとしての教育ICTシ
ステムの技術的標準化を⾏う。

教材、指導実践例、学習活動記録

請負

先導的な教育体制構築事業 先導的教育システム実証事業

学校間が連携した教育体制
様々な学校種
（⼩・中・⾼・特⽀）

学校・家庭が連携した教育体制

システム開発・実証

検証データ等
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先導的な教育ＩＣＴシステム
（アクセシビリティ指針に対応した教材の提供等）



【参考】教育情報化に関する政府方針等

４．世界最高水準のＩＴ社会の実現
⑥産業競争力の源泉となるハイレベルなＩＴ人材の育成・確立

○ＩＴを活用した21世紀型スキルの修得

・2010年代中に１⼈１台の情報端末による教育の本格展開に向けた⽅策を整理し、推進するとともに、デジタル教材の開発や
教員の指導⼒の向上に関する取組を進め、双⽅向型の教育やグローバルな遠隔教育など、新しい学びへの授業⾰新を推進する。

Ⅳ．利活⽤の裾野拡⼤を推進するための基盤の強化
１．⼈材育成・教育
（１）教育環境⾃体のＩＴ化
○学校の⾼速ブロードバンド接続、１⼈１台の情報端末配備、電⼦⿊板、無線LAN環境整備、デジタル教科書・教材の活⽤等、初
等教育段階から教育環境⾃体のＩＴ化を進め、児童⽣徒等の学⼒の向上とITリテラシーの向上を実現。

○教える側の教師が、児童⽣徒の発達段階に応じたＩＴ教育が実施できるよう、ＩＴ活⽤指導モデルの構築やＩＴ活⽤指導⼒の向
上を図る。そのため、指導案や教材など教師が活⽤可能なデータベースを構築し、府省の既存の⼦供向けページも教材等として整理
し、積極的に活⽤する。また、企業や⺠間団体などにも協⼒を呼びかけ、教育⽤のデジタル教材の充実を図る。

○2010年代中にはすべての⼩学校、中学校、⾼等学校、特別⽀援学校で教育環境のIT化を実現するとともに、学校と家庭がシーム
レスでつながる教育・学習環境を構築する。

自由民主党・教育再生実行本部提言（平成25年4月8日）

１．２０１０年代中に１人１台のタブレットＰＣ（情報端末）を
整備 等

※提言を実現させるための施策として、２０１５年を目処に、１人１台の
タブレットＰＣ、電子黒板、無線ＬＡＮ等が整備された拠点地域を全都
道府県に合計１００程度指定し、先導的な教育システムを開発 等

自由民主党情報化教育促進議員連盟決議（平成25年5月23日）

２０１０年代中に一人一台のタブレットＰＣ等のＩＣＴ環境の円滑
な導入を促進するため、民間団体、地方自治体等と連携し、ＩＣＴ
機器の今後の価格や、教育委員会による整備見通し等につい
て協議しつつ、関係各方面による情報端末の低価格化、クラウ
ド技術の活用などのコスト負担軽減に向けた取組や、ＩＣＴシステ
ムの標準化を推進すべきである。

○自民党教育再生実行本部が、世界で活躍できる人材を育成するための
提言を策定し、安倍総理大臣（党総裁）に提出

（会長：古屋圭司、会長代理：遠藤利明）

世界最先端ＩＴ国家創造宣言（平成25年6月14日閣議決定）

日本再興戦略（平成25年6月14日閣議決定）
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